
　

編
集
後
記

　『
日
本
文
化
研
究
』
九
号
も
何
と
か
発
行
に
こ

ぎ
つ
け
、
皆
様
の
お
手
元
に
お
届
け
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
号
に
は
四
本
の
学
術
論
文
、
三

本
の
研
究
ノ
ー
ト
、
二
本
の
資
料
紹
介
が
寄
せ
ら

れ
、
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
点

で
ご
多
忙
・
ご
心
労
の
な
か
、
ご
寄
稿
い
た
だ
い

た
執
筆
者
の
皆
様
方
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
二
〇
二
四
年
九
月
三
日
に
発
表
が
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
、
本
学
は
二
〇
二
六
年
度
以
降
の

学
生
募
集
を
停
止
す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し

た
。
少
子
化
の
進
行
や
四
年
制
大
学
志
向
の
強
ま

り
な
ど
、
短
大
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
は
周

知
の
事
実
で
あ
り
ま
し
た
が
、
募
集
停
止
は
わ
れ

わ
れ
教
員
に
と
っ
て
も
青
天
の
霹
靂
で
あ
り
、
動

揺
を
隠
せ
な
い
ま
ま
現
在
に
い
た
っ
て
お
り
ま
す
。

募
集
停
止
は
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
〇
二
五
年

度
入
学
生
を
含
む
す
べ
て
の
在
学
生
が
卒
業
に
至

る
ま
で
は
、
短
期
大
学
と
し
て
の
教
育
・
研
究
活

動
は
継
続
い
た
し
ま
す
。
来
年
度
は
『
日
本
文
化

研
究
』
も
一
〇
号
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
引
き

続
き
、
皆
様
方
の
ご
協
力
と
多
く
の
ご
寄
稿
を
お

願
い
し
た
く
思
い
ま
す
。�

（
中
）

　

執
筆
者

岩
渕
真
未
　
　
本
学
講
師

塚
越
義
幸
　
　
本
学
教
授
・
博
士
（
文
学
）

野
村
典
彦
　
　
本
学
兼
任
講
師

中
西
洋
子
　
　
本
学
非
常
勤
講
師

菱
沼
一
憲
　
　
本
学
教
授
・
博
士
（
歴
史
学
）

伊
藤
慎
吾
　
　
本
学
教
授
・
博
士
（
学
術
）

伊
藤
高
雄
　
　
本
学
兼
任
講
師
・
博
士
（
文
学
）

中
村
香
代
子
　
　
本
学
兼
任
講
師
　

三
浦
さ
つ
き
　
　
本
学
講
師

　

編
集
委
員

津
島
昭
宏
　
本
学
教
授

田
村
浩
一
　
本
学
教
授

中
　
大
輔
　
本
学
准
教
授

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学
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